
- 140 -

資料編

　「公共建築改修工事標準仕様書 令和4年版」において，ウレタンゴム系高強度形塗膜防水（X-1H，
X-2H）が標準仕様化されたため，「建築改修工事監理指針 令和4年版」の『3.6.5「改修標仕」以外の工法』
から，『ウレタンゴム系塗膜防水』が削除された。

１節　面防水工事　

1.5　不定形材塗布・吹付け防水工事
1.5.5　塗膜防水工事
ａ．防水層の種別
　　塗膜防水層の種別は，表1.5.1 ～ 1.5.8に示すとおりとする．なお，表中の［　］内の数値は，使用量

を示す．

表1.5.1　ウレタンゴム系高伸長形塗膜防水工法・密着仕様（L-UFS）

部位
工程

平場（RC・PCa 下地）
（勾配 1/50～1/20） 立上り（RC 下地）

工程－1 プライマー塗り［0.2㎏/㎡］ プライマー塗り［0.2㎏/㎡］

工程－2
補強布張付け

（ウレタンゴム系
高伸長形防水材）

［3.9㎏/㎡］

補強布張付け
（ウレタンゴム系
高伸長形防水材）

［2.6㎏/㎡］工程－3 ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

工程－4 ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

ウレタンゴム系
高伸長形防水材塗り

保護層・
仕上げ層

工程
仕上塗料 仕上塗料

工程－1 仕上塗料塗り
［0.2㎏/㎡］

仕上塗料塗り
［0.2㎏/㎡］

　　［RC：現場打ち鉄筋コンクリート，PCa：プレキャスト鉄筋コンクリート部材］

　［注］⑴立上りの下地をプレキャスト鉄筋コンクリート部材とする場合は，スラブと一体となる構造形式のものとする．目地部の処　
理は特記による．

　　　⑵ウレタンゴム系防水材の使用量は，硬化物比重が1.3である材料の場合を示しており，硬化物比重がこれ以外の場合にあっ
ては，下表の使用量とする．

　　　　 硬化物比重 換算膜厚1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5
使用量

（kg/㎡）
平　場 3.0 3.3 3.6 3.9 4.2 4.5 3㎜
立上り 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 3.0 2㎜

　　　⑶ウレタンゴム系防水材の使用量は，総使用量を示しており，使用するウレタンゴム系防水材の性状や下地の状況などにより，
工程数を増やすようにする．なお，ウレタンゴム系防水材の1工程あたりの使用量は，平場は2.5kg/㎡以下，立上りは1.5kg/
㎡以下とする．

　　　⑷現場打ち鉄筋コンクリートの打継ぎ部，プレキャスト鉄筋コンクリート部材の接合部の処理は，特記による．
　　　⑸ウレタンゴム系防水材は， JIS A 6021：2022（建築用塗膜防水材）の屋根用のウレタンゴム系高伸長形とする．
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